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要旨

筆者 らは2017年6.月14日 一26日 の期間に南硫黄島の学術調査隊に参加する機i会を得て、

昆虫類の調査を行なった。得 られた試料は現在も各専門家による解析中であるが、これまで

に10目68科ll6種 を確認してお り、うち36種(カ ジ リムシ目1、 カメムシ目7、 コウチュ

ウ目9、 ハチ目4、 ハエ 目9、 チョウ目6)は 南硫黄島初記録、 うち8種 は小笠原諸島初記録

であった。ミナ ミイオウスジヒメカタゾウムシは1981年 以来36年 ぶ りに2例 目の確認とな

ったほか、コケムシ亜科の1種 など未記載種の発見 もあり、今後の解析結果が期待 される。

3回 の総合学術調査で識別 された計184種 を整理すると、南硫黄島の昆虫相の偏 りが明確 と

なった。若 く険しく厳 しい島の環境への定着の困難 さからか、多 くの分類群が欠落する。捕

食者、花粉媒介者、分解者、寄生者等、様々な生態的地位 において特殊な状況が見られ、一

部はニッチの置き換わ りが起きていることも示唆された。また、南硫黄島固有の昆虫類に注

目すると、ミナ ミイオウヒメカタゾウムシでは標高に応 じて生息密度が急激に変化 していた

り、ミナミイオウムネボソアリでは翅を持たないオスが発見 されたりするなど、他の地域で

は見 られない変化を生 じていることも明 らかとなってきた。

アカカ ミアリ等、隣接する硫黄島からの侵略的外来昆虫の侵入は今回も確認されず、、南硫

黄島の昆虫相は健全な状態であることを確認 した。一方で、複数の 目立ちやすい広域分布種

について、新たに確認された り、再び確認 されなくなった りすることか ら、この島では数十

年間のうちにも昆虫類の侵入と絶滅が繰 り返されていることが示唆された。10年 ぶ りに同様

のルー ト、同一調査者が調査を行ったことは、小面積の海洋島における昆虫群集の遷移の検

討にもつながっている。

上記のような視点か ら、「本来」の自然が保存された南硫黄島における昆虫類は、海洋島に
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おける生態系、進化の形成過程を考察するための良好なモデル となるであろ う。

キーワー ド 海洋島、生態的地位、垂直分布、飛翔力喪失、移入 と絶滅

1.は じめに

南硫黄島を含む火山列島は3.0±1.1万年ほど前までの火山活動によって現れた比較的新 し

い海洋島であるが、ミナ ミイオウヒメカタゾウムシのように固有属と位置付けられるほど特

異な分化を遂げた種も発見されてお り(MorhnotoandK句ima,2003)、 小面積の島嘆における

昆虫の進化の実例として注 目される。

また、南硫黄島には漂流者の一時的な滞在以外には人間が居住 した記録がなく、1975年

に原生 自然環境保全地域に指定された後は、上陸は厳 しく制限されている。近隣の島々 とは、

硫黄島か ら約60㎞ 、北硫黄島か ら約130㎞ と距離があること、海岸は崖地で覆われている

こともあり、外来生物 も到達、定着 しにくい と考えられる。過去の調査ではネズミ類の侵入

も確認されていないことか ら σll上・堀越、2008)、外来生物の影響が極めて少ない、純粋な

島嘆生態系の成 り立ちを観察できる稀有な島である。

南硫黄島の昆虫類については、1982年 の第1回 総合学術調査において佐藤(1983)に よ

って、2007年 の第2回 総合学術調査において苅部 ・松本(2008)に よって報告がなされた。

第1回 調査は南硫黄島で初めて実施された昆虫調査であ り、約8日 間の滞在で記録 された種

は識別されたもので152種(種 まで同定 された種、および未記載種 として特定されたものは

計99種)を 数えた。この調査時に発見されたミナミイオウヒメカタゾウムシ、ミナミイオウ

トラカ ミキリは島固有の新種として記載された(Sato,1982;Mo血10toandKqima,2003)。 第2

回調査時は、約5日 間の滞在で71種 が識別 され(た だ し、ガ類、ハエ類はほぼ未同定)、 う

ち22種 が南硫黄島初記録であったが、大型台風直撃の直後に実施 されたことから、昆虫類

も影響を受けていたと考えられる。この時のサンプルから、ミナ ミイオウムネボソア リ、イ

オウヨツボシオオア リが新種として記載されている(Terayamaetal.,2011)。

今回の調査では過去の調査記録をもとに、昆虫類が豊富と考えられた中標高域以上を中心

に調査を実施 した。2007年 調査で集中的に実施 した樹上性の昆虫類に加え、今回の調査では

林床に生息する昆虫類にも注 目することにより、島内における昆虫群集の全貌を明らかにす

ることを試みた。

3.5㎞2と 小面積の孤島である南硫黄島に到達、定着する昆虫類は限られていると考えら

れ、これまでの調査結果か らも種構成が偏る傾向が見られている。一方、平均斜度40度 以上

の急勾配で916mの 標高を持つことから、低標高地域では高温で乾燥 した崩壊地が多いのに

対 し、高標高域では雲霧帯を形成す るなど、標高の変化に伴 う環境の変化が著 しい。その環

境の変化に応 じて島内に生息する昆虫のニッチへの適応 に変化が生 じている可能性がある。

過去の調査において ミナ ミイオ ウヒメカタゾウムシ、 ミナ ミイオ ウスジヒメカタゾウムシ、

ミナ ミイオウ トラカ ミキリ、ミナ ミイオ ウムネボソアリ、イオウヨツボシオオア リなど南硫

黄島固有の種が記載されたがその生態は明らかとなっていないものが多い。今回の調査にお

いては各種の詳細な観察によりその生態も解明することを試み、南硫黄島における昆虫の進
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化について考察することも目指 した。
一方
、隣接する硫黄島には、ナンヨウチビアシナガバチ、アカカミアリ、アシナガキアリ

など侵略的外来昆虫が多く定着 している(寺 山 ・森、2014)。小笠原群島においても物資の輸

送等に伴って様々な外来昆虫が侵入 してお り、ツヤオオズアリ等、一部の侵略的な昆虫では

島内の生態系への悪影響を及ぼ していることも明らかとなっている(UchidaetaL,2015)。 ま

た、南硫黄島一硫黄島問と同様に硫黄島と隣接する北硫黄島では、戦後は無人島であるもの

の、硫黄 島に生息す る外来狩 りバ チで あるヒ トザ トヒゲブ トドロバチSubancistrocerus

domestiαsの 生息が確認されている(苅 部ほか、2004)。 これ らの背景から、南硫黄島への侵

略的外来昆虫の侵入の有無を確認 し、定着 していた場合には固有の生態系を失わないため早

急な対応を検討する必要があるため、外来昆虫についても留意 して調査を実施 した。

以上のような 目的か ら、2017年6.月 に南硫黄島学術調査隊に参加 し、昆虫群集の構成や

分布、生態に関する調査を行ったので、その結果について報告する。ただ し、現時点では全

ての試料の同定、解析は終了 していないため、本報告は予報 と位置付ける。

2.方 法

昆虫類の調査は2017年6月14日 一26日 の間で実施 した。6月14日 一17日 および6月20

日一22日 は森が、6月23日 一25日 の期間は苅部が島内を踏査して調査を行った。また、 ト

ラップを用いた調査は6.月14日 一26日 にかけて、およそ標高250mお きに地点を設け、地

域によって設置可能な限 りの1日 一9日 の期間で設置 して調査を行った。なお、今回の調査

は、当初苅部 ・森の2名 の昆虫班 として後半の日程で参加する予定であったが、天候等によ

る隊の変更が必要とな り、急遽前半と後半に調査員を分散して調査を実施することとなった。

そのため、荷揚げの軽量化が必要とな り、マレーズ トラップ、FITト ラップの実施は見送る

こととなった。

詳細な行程と トラップ設置の記録は以下のとお りである。また、図1に は トラップの設置

地点、および踏査ルー トを示 した。各踏査中はおよそ標高100mご とを1区 画として、スイ

ーピング、ビーティング、シフティングによる一般採集 を行った。

6月14日(森)船 一海岸ベー スキャンプ(BC)一 海 岸林(ア カパ ラ)-BC一 船 〈宿 泊〉

アカパ ラ:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ設 置、 ピッ トフォール トラップ設置

6.月15日(森)船 一BC一 標 高500mコ ブ ガシ林 ・崩壊 地(コ ル)〈 宿泊〉

コル:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ設置

6.月16日(森)コ ル ーBC一 船 〈宿 泊〉

コル:ピ ッ トフォール トラップ設置、 ライ ト・カイ ロモ ン トラップ試料 回収

350m:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ設 置

6.月17日(森)船 一BC一 ア カパ ラーBC一 船 〈宿泊〉

アカパ ラ:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収、 ピッ トフォール トラップ回収

6.月18-19日(森)海 況不 良によ り船 内待機i

6.月20日(森)船 一BC一 コル 〈宿 泊〉
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350m:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収

コル:ラ イ ト・カイ ロモ ン試 料回収

6月21日(森)コ ル ー山頂 〈宿泊>

750m:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラッフ。設 置、 ピッ トフォール トラ ッフ。設置

山頂:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラッフ設 置、 ピッ トフォール トラップ設 置

6.月22日(森)山 頂 一海岸BC一 船一父島(苅 部)船 一海岸BC〈 宿泊〉

山頂:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収

750m:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収

コル:ピ ッ トフォール トラップ回収

350m:ヒ 。ッ トフォール トラッフ。回収

BC:調 査 情報 引継 ぎ

6月23日(苅 部)海 岸BC一 コル 〈宿泊>

350m:カ イ ロモ ン トラップ(サ ンケイ型)設 置

コル:カ イ ロモ ン トラップ(サ ンケイ型)設 置、 ライ トトラップ設 置回収

6月24日(苅 部)コ ル ー山頂 一コル 〈宿泊〉

山頂:カ イ ロモ ン トラップ回収、 ピッ トフォール トラップ回収

750m:カ イ ロモ ン トラッフ。回収、 ピッ トフォール トラ ッフ。回収

コル:ラ イ トトラップ設置回収

6月25日(苅 部)コ ル ー海岸BC一 船 〈宿泊〉

コル:カ イ ロモ ン トラップ回収、カイ ロモ ン トラップ(サ ンケイ型)回 収

350m:カ イ ロモ ン トラップ回収、カイ ロモン トラ ップ(サ ンケイ型)回 収

6.月26日(苅 部)海 況不 良によ り船 内待機

BC班 に よ りアカパ ラ:カ イ ロモ ン トラ ップ回収

2-1.ラ イ トトラップ法、カイロモン トラッフ.法(図2a,b,c,f)

南硫黄島は非常に急峻であ り、登墓ルー ト、調査時間も限定されることから、前回調査で

も実施 した各種誘引 トラップを用いて踏査可能範囲の周辺の昆虫相 を効率的に把握するこ

とが重要である。そこで、森(6.月14日 一22日)は 紫外線LED灯 、フ.ラスチ ックシー ト、

プラカップを用いたライ トトラップ(空 中設置式ライ トトラップセッ ト 六本脚)を 用いて、

苅部(6月23日 一25日)は 、紫外線LED灯4-5基 をライ トトラップ用の簡易テン ト(携

帯式ライ トトラップセッ ト,BugDo㎜)に 吊るす形で夜行性昆虫を誘引した。

また、市販のカイロモンであるアカネコールBA、 コガネコールC(サ ンケイ化学)を 用

いて、それぞれ訪花1生、材食性昆虫を誘引した。

当初の予定では、カイロモン トラップ、ライ トトラップは各々分けて設置する予定であっ

たが、調査計画の変更により、急遽荷揚げ物資の減量が必要 となったため、6.月14日 一23日

はライ トトラップにカイロモンを追加で取 り付 ける形で設置をした。LED灯 の点灯時間は

12時 間以内であるため、1日 後以降はカイロモン トラッフ.としてのみ機能 した とみな した。

6H23日 一25日 においては専用のプラスチック容器を用いたカイロモン トラップ(サ ンケ
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イ化学)を 用いた採取も行った。プラカ ップに注 ぐ固定液には通常、プロピレングリコール、

酢酸水溶液などが用い られるが、環境への影響を最小限に抑えるため、無水エタノールを水

で70%に 希釈 して用いた。

2-2.ベ イ トトラップ法(ピ ッ トフォール トラップ法)(図2d,e)

市販のプラカップにペ ットボ トルキャップを接続 し、ピットフォール トラップを作成 し

た。市販のまぐろフレークに蜂蜜を混ぜたものをペ ットボ トルキャップに入れて誘引餌(ベ

イ ト)と し、プラカップにはエタノールを注いで固定液とした。(以後、捕獲の性質上、ピッ

トフォール トラップと呼ぶ。)

2-3.ツ ルグレン法(図2h,i)

各標高にて リターをシフターでふるった土壌を土嚢袋1袋 分持ち帰 り、ツルグレン装置

を用いて土壌動物を抽出した。ツルグレン装置を使用するにあたっては土壌動物が飛散する

ことを避けるため、父島でのサンプル抽出では昆虫飼育用網室を用いた。詳細な手法等は岸

本ほか(2018)に 記載されている。

2-4.一 般採集法(図2g)

踏査中は、捕虫網(苅 部:5mカ ーボン製長竿MasterHan(lle晴 空520六 本脚×60cmメ ッ

シュネ ット む し社×ウル トラフレーム極 昌栄、森:150cmア ル ミ製くりだし竿 志賀昆虫

×50cmナ イロンネ ットBugDo㎜ ×ライ トフレーム む し社、およびビーティングネット(苅

部:68cm×68cmビ ーティングネ ットN-TYPEむ し社、森:直 径90cmビ ーティングネット円

型タイプBugDo㎜)を 用いて、スイー ピング、ビーティングによる採集を行った。異なる調

査道具を使用することにより、森は低所、苅部は高所を中心に採集を分担 し、様々な環境を

調査できるようにした。また、林内においてふるい(直 径33cmグ リーンパル)を 用いた落

葉層のシフティングを行い、落葉層の昆虫も採取 した。いずれの採集時においても斜面は非

常に急峻で登墓ルー トのロープから離れることができないため、ほぼ踏査ルー ト上の採集 と

なった。

2-5.ラ インセンサス法

個体数が多く、肉眼で種判別が容易な ミナ ミイオウヒメカタゾウムシについては、垂直分

布を調査するため、GPS機 ・器(Oregon600,GARMIN)を 用い、踏査中に発見した個体の位

置を記録 した。

2-6.解 析

上記の手法によって採集 された昆虫類は無水エタノールに浸した液浸標本、または乾燥標

本として整理 し、各分類群の専門家により同定を行った。ただ し、同定には時間を要するた

め、現時点では結果が一部にとどまってお り、更に同定が進んだ段階で再度取 りまとめて報

告する。これ らの試料は研究終了後、神奈川県立生命の星 ・地球博物館に収蔵予定である。
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3.結 果

3-1.昆 虫類の種構成

調査の結果、現在までのところ10目68科ll6種 の昆虫を確認 している(表1)。 これに

は属が確定 していない17種 も含んでお り、現在までに同定された種、または属まで確定し

た種の合計は99種 である。過去の調査において同様に属、または種まで識別されていた種

は1982年 の調査では96種(佐 藤、1983)、2007年 の調査では64種(苅 部 ・松本、2008;

Terayamaetal.,2011、 ただし、ハエ類、ガ類を除く)で あり、3回 の調査で最も多くの種が記

録されたことになる。その理由の一つ としては、島の核心部と考えられる中腹以上の雲霧帯

の調査に長い期間を割くことができたことが挙げられる。新記録種の多くも標高500m以 上

で確認されている。

現在も各専門家による同定分析が継続されてお り、トビムシ類などまだ角斬 されていない

分類群もある。今後の研究により、さらに多くの種の生息が明らかになるであろ う。図3、

図4に は主な昆虫類について示 した。なお、表1で は前回調査分に苅部 ・松本(2008)以 降

に分類が確定 したものも加 えている。また、1982年 調査時の未同定種 と今回の未同定種が合

致するか不明なものもあるが、今回は合致すると仮定して記録を整理 した。

3-2.新 たに記録された昆虫類

表1に 示 した通 り、今回の調査において南硫黄島で新たに記録 された種は現時点で36種

となり、うち8種 は小笠原諸島初記録であった。他にも同定に詳細な検討を待つものがあ り、

さらに増える見込みである。下記には新記録種について解説す る。

・ウンカ科の一種UnkOnodes?sp .小 笠原諸島初記録

日本本土に分布するサッポロ トビウンカの近縁ではあると推測 され るものの、異なる種で

あり、分布緯度が低すぎることから未記載種の可能性がある。さらに、本属に近い別属に所

属する可能性も否定できない(林 、私信)。後翅が退化 して痕跡的 となっているが、この特徴

はウンカ科には時折見られる性質である(図3d)。 標本の再調査により2007年 調査時にも

標高500m以 上で確認 されていたことが判明した。

・ミドリヒメヨコバイ属の1種Emρoascasp .南 硫黄島初記録

海岸付近のクサ トベラ群落のスイーピングにより採集 された。

・ミドリヒメヨコバイ属の1種Emρoasca?sp .南 硫黄島初記録

標高200-300mの スイーピングにより採集された。上記を含めた2種 は分類学的な検討中

である。

・コガタウミアメンボHalobatessericeus南 硫黄島初記録

海洋性の種であるが、山頂(標 高900m)の ライ トトラップの試料より発見された(図3

a)。無翅型であるため、自力での飛来の可能性はない。ライ トトラップには海鳥も飛来する
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ことか ら推測すると、山頂部の営巣地へ夜間に帰巣するクロウミツバメなどが表層の浮遊物

を捕食 した際に混食され、それがライ トトラップに飛来 し、吐き戻しをしたものが記録 され

た可能性がある(川 上、私信)。本種は太平洋、大西洋の熱帯、亜熱帯の海域に広 く分布 し、

小笠原群島か らも台風通過後の父島で砂浜に漂着した記録がある(友 国 ・佐藤、1978)も の

の、今回のように陸上の標高900mか ら見いだ されたのは、まったく予期せぬものであった。

・ウミミズカメムシ?Speoveliamaritime?小 笠原諸島初記録

海岸の礫下より1個 体のみ採集 された(図3b)。 幼虫であるため形態的な比較は難 しい

が、他地域のものとは差異がある可能性がある(林 、私信)。 ウミミズカメムシは北海道、本

州、九州、五島列島、沖縄島、八丈島か ら記録があるが、小笠原群島からは確認されていな

い。正確な種同定には成虫を採集 し、比較検討することが必要である。

・カモ ドキサ シガ メの1種 一Emρicoris?sp.南 硫 黄 島初記録

海岸部 のクサ トベ ラ群落のスイー ピングによ り得 られた。

・コマダラナガカメムシSpilostethushospes小 笠原諸島初記録

標高400m付 近のナンカイ ウスベニニガナの群落周辺より多数観察された。全身に赤 と黒

のまだ ら模様を持ち、よく目立つ色彩を呈 しているが(図3c)、 過去の採集において採集 さ

れてお らず、近年南硫黄島に移入 した可能性がある。ただし、本種はこの群落 と他2か 所(標

高50m、500m)で のみ採取 されてお り、登禁ルー ト上でもパ ッチは限られていたことか ら、

過去の調査では食草の分布 と踏査ルー トが重複 しなかったことにより発見 されなかった可

能性もある。本種は四国、九州、南西諸島、台湾、中国、朝鮮半島、イランから知られ、ス

ラウェシ島では別亜種とされる個体群が分布 しているが(石 川ほか、2012)、小笠原群島から

は確認されていない。

・チ ョウカクハジラミ科の1種PhilopteridaeGenetsp .小 笠原諸島初記録

山頂部で回収されたオース トンウミツバメの死骸の羽毛より発見された(図3e)。 これま

で小笠原諸島で記録されたハジラミ亜 目はネコハジラミのみであ り(大 林ほか、2004)、野生

動物か らの記録は初めてである。海外のウミツバメ類からはウミツバメハジラミPhiloceanus

annuliventrtsが知 られているが(MarshallandNelson,1967)、 今回の個体については現在分析

中である。4-4で 述べるが、海鳥類と密接 した関係 を持つ昆虫であることから、海鳥類が高

密度に生息する南硫黄島の特徴的な昆虫と言えるだろう。

・ツブエンマムシ属?の1種Bacaniws?sp .南 硫黄島初記録

体長1㎜ 未満の微小 甲虫。標高500mイ 寸近の土繍 料から抽出された。

・シマツチケシハネカクシ1]lyctioninsulicola南 硫黄島初記録

山頂付近のハチジョウススキ群落の土壌をシフティングし、ツルグレン装置で抽出したサ
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ンプルより発見された。小笠原諸島の固有種で、これまで小笠原智島、弟島、兄島、母島か

ら知 られていたが(Kshimoto1999a,1999b)、 火 山列島からのはじめての生息確認となる。本

種は後翅が退化 している。

・コガシラホソハネカクシ属の一種Diochwssp .南 硫黄島初記録

標高500m付 近のコブガシ林の リターをシフティングし、ツルグレン装置で抽出したサン

プルより2個 体が発見された。本属のハネカクシは小笠原諸島では父島か ら得 られているが、

種については未検討である(岸 本、未発表)。

・コケムシ亜科の1種Scydmae血aeGenetsp .小 笠原諸島初記録

山頂付近のコブガシ林の リターをシフティングし、ツルグレン装置で抽出したサンプル よ

り1個 体のみ発見された。体長1㎜ ほどの微小種である。本種は後翅が退化 している上に、

複眼が欠失 してお り、土中の間隙等の地中生活に適応 しているものと推定 される。盲目無翅

のコケムシとしては、パプアニューギニアのビスマルク諸島からLiliutella属 が1種 、ヨー

ロッパか らEudests属 とPsαvdoevdesis属がそれぞれ3種 ずつ記録されているが、東アジアや

近隣の太平洋地域か らは知 られていなく、属 レベルで未記載の可能性が高い。南硫黄島にお

ける特殊な進化の事例と考えられる未記載種であり、分類学的 ・進化学的に興味深い。

・ナ ン ヨウニセ ツツマ グソコガネAtaeniuspaCiJt7CttS南 硫 黄 島初記録

標 高500mの 土 壌 サ ンプル か ら抽 出 され た。過 去 の調査 では ヒメケ シマ グ ソコガ ネ

Neotrt'chiorhyssemwsesaldiが 記 録 されてい るが、少な くとも2007年 調 査 の標本 は、本種 の誤

同定で あったので訂正す る。

・ヤコブソンムシ科の1種Derolathrusatomus?南 硫黄島初記録

標高500m付 近の草地のリターをシフティングし、ツルグレン装置で抽出したサンプル よ

り1個 体が発見された。本種の属するヤコブソンムシ科Jacobsoniidaeは 、日本からは文献上

の正式な記録はないものの、小笠原母島から採集されている(上 野 、1998;岸 本、未発表)。

Derolathmsatomwsは ハワイから記載 された種であるが、発達 した後翅を持ち、空中プランク

トンである可能性と、分布域が広域にわたる可能性 も指摘されている(上 野、1998)。

・コバケデオネスイ 伍〃2翻odε鋼 ρo鷹 南硫黄島初記録

標高750m地 点のカイロモン トラップにて確認された。

・ヒラタケシキスイの1種Epuvaeasp .南 硫黄島初記録

同属種のクロチビヒラタケシキスイは、島内に広く分布 し、数 も多いが、本種は標高350m地

点のカイロモン トラップにより1頭 のみ得られた。
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・ヒメマキムシ科の一種Mumfordia?sp .南 硫黄島初記録

標高750m地 点のコブガシを主体 とした森林の リターをシフティングし、ツルグレン装置

で抽出したサンプルより1個 体が発見された。上翅肩部は丸みを帯び、後翅が完全に退化 し

ている。本種 と近縁 と考えられる種は小笠原群島兄島から、Mumfordiasp.ト ゲヒメマキムシ

として、平野(2011)が1個 体のみで記録 している。今回発見された個体は、平野(2011)

の図示 した個体に比べ、前胸前部の張 り出しが弱 く、上翅の棘の突出も弱いことから別種の

可能陸が高いが、どちらも1個 体ずつで得 られた個体が少ないため、種の確定については今

後の検討を待ちたい。

・ヒメコキノコムシの1種Litargussp .南 硫 黄 島初記録

山頂部 の土壌サ ンプルか ら得 られた。

・アカアシブ トコバチ 飾αc伽ηε磁 ρα2bg沈α 南硫黄島初記録

日本国内に広く分布する。ニクバエ類に寄生することが知られている。南硫黄島はハエ類

が非常に高密度であるため、ハエ類の寄生者は定着 しやすいと考えられ る。

・ヒメハダカア リ(]ardiocondylaminutior南 硫黄島初記録

標高300-400m間 の岩場より採集 された。小笠原群島でも裸地や荒原植生で見られる種

であり、南硫黄島でも崩壊地を選好 して生息していると考えられ る。佐藤(1983)に おい

て(]ardioeondylαsp.とされていた種に対応する可能性がある。

・ヒメア リ属の1種Monomoriumsp .南 硫黄島初記録

体長1.5㎜ ほどの微小種 標高500mの シフティング、順 部のススキ舗 内のビーテ

ィングにより得 られた。

・ウロコア リ属の1種Strumigenyssp .南 硫黄島初記録

体長2㎜ ほどの微小種。標高600mの 湿潤なコブガシ林にて苔むした樹皮上を歩行 して

いた。同地域のシフティングによっても得られている。

・ヒメガガンボの1種Limoniasp .南 硫黄島初記録

標高500m以 上のライ トトラップで多 く確認された。

・トゲ ヒメヒラタアブIshinodonscutellarts南 硫 黄 島初記録

海岸林のホ ソバヤ ロー ドの花 よ りスイー ピングに よ り採集 され た。

・キイ ロシ ョウジ ョウバエDrosophilamelanogaster南 硫 黄 島初記録

・フサ クシシ ョウジ ョウバエDrosoρhilαpectinOfera南 硫 黄 島初記録

・オナガ シ ョウジ ョウバエDrosophilasimulans小 笠 原諸 島初記録
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・オウ トウショウジョウバエDrosophilasuzuldi南 硫黄島初記録

ショウジョウバエ科では他に未同定の1種 を含め5種 を確認した。1982年 調査では、未同

定の1種 が記録されているのみであり、種が同定 された初めての記録 となった。比較的近年

に定着 した可能性もあり興味深い。訪花する個体も見られてお り、生息数は少なくない。

・イエバ トシラミバエ ーPseudolynchiacanan'erzgisノ」・笠原諸島初記録

海岸部においてアカオネッタイチ ョウのひなに付着しているものを採集 した(図3s、 図

4i)。1羽のひなに5-6頭 が付着 しているのが確認 されてお り、複数のひなに付着 していた。

また、標高350mの スイーピングでも採取されている。 これまで、小笠原諸島においてはミ

ゾゴイシラミバエ(大 林ほか、2004)、 モミヤマシラミバエ(佐 藤ほか、2008)が 記録 されて

いるが、本種の記録は初めてである。海鳥が非常に高密度に生息する南硫黄島は、本種のよ

うな性質を持つハエ類には恰好の生息地と言えるだろう。

・トリバガ科の一種PterophoridaeGenetsp .南 硫 黄 島初記録

海岸部 のクサ トベ ラ群落のスイー ピングによ り得 られた。

・オオホ シ ミミヨ トウCondicaillecta南 硫 黄 島初記録

標高500mの ライ トトラ ップで採集 された。

・ハスモンヨ トウSpodoρteralitUra南 硫黄島初記録

海岸部か ら山頂部までのライ トトラップで採集 された。広域に分布する種であり、小笠原

群島にも多い。

・イチ ジクキンウワバChiysodeiXtSeriosoma南 硫 黄 島初記録

山頂部 のライ トトラップで採集 された。

・オオウンモンクチバMocisundata南 硫黄島初記録

標高500mの ライ トトラップで採集 された。ガ類はこれまで調査が進んでいない分類群で

あったが、島内の生息数は多く、新記録も多い。これまで25種 が記録 されているが、今回の

調査でも本種のような大型種を含 めて新たに5種 が追加 されてお り、今後も新知見が期待 さ

れる。

・エビガラスズメ 取 廊 ωηγ0伽〃 南硫黄島初記録

開張80-100mmと なる大型の種である。標高500m-900m(山 頂部)で ライ トトラップ

に多数飛来 したほか、ノアサガオの葉を摂食する幼虫も確認 され、世代を繰 り返 しているこ

とが確認された。過去の調査のライ トトラップでは記録 されていなかったが、今回は食草と

して知 られているヒルガオ類が各所に繁茂していたことから、近年になって飛来し定着に成

功 した可能性がある。なお本種は4-6で 述べるとお り、広域に分散することが知られてお り、
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小笠原群島を含めた 日本全国、また旧北区、東洋区、エチオピア区で記録 されている。

3-3.特 筆すべき昆虫類

この調査においてはインベン トリーとしての調査のみではなく、各種の生態、標高による

変異等の知見を収集することにも努めた。下記には特筆すべき種について取 り上げて記載 し

た。

・カネタタキ属の1種Omebiussp .

オガサワラカネタタキOmebiuslongepesに 近似す るが、交尾器に相違が見いだされ、未記

載種と考えられる(石 川、私信)。他地域のオガサワラカネタタキと同様の褐色型のほか、全

身が赤色 となる色彩型が確認された(図4a,b)赤 色型は複数の地点で褐色型同程度に多く観

察されている。山崎(1983)で はこの属の種 として2種 を記録 してお り、低標高から得 られ

たものと高標高か ら得 られたものを別種としているが、今回と同様の色彩型によるものであ

るかは不明である。今回確認できた個体数は多くはなかったため2つ の色彩型の標高による

分布の違いなどは見出すことができなかったが、今後、分類学的な検討 と、生態的な相違に

ついての調査が必要である。

・キジラミ属の一種 一Psyllasp.

1982年 の調査で初めて確認 された種で、南硫黄島固有種と考えられているが(宮 武、1983)、

現在まで未記載である。1982年 は海岸部か ら山頂まで、2007年 は標高700mか ら山頂部、

今回は山頂部で多数確認 された。

・トガ リキジラミ科の一種TriozidaeGen .etsp.

上記 と同様に1982年 調査で得 られており、南硫黄島固有属種 と考えられているが(宮 武、

1983)、現在まで未記載である。生息範囲は1982年 には海岸部から山頂まで、2007年 は標高

700mか ら山頂、今回は山頂部で確認 された。

・ヒメカゲ ロウの1種Hermerobii(iaeGenetsp .

標 高200-300mの スイー ピングで得 られた。佐藤(1983)の 種 と同一か検討 が必 要であ る。

・クサカゲ ロウの1種C腕8qρ αsp.

山頂 部のスイー ピングで得 られた。佐藤(1983)の 種 と同一か検討 が必 要であ る。

・コル リエンマムシSaprinus(yaneusaun'collts

山頂部のライ ト・カイ ロモン トラップに多数飛来 したほか、同地域の樹上スイーピングで

も得 られた。繁殖に重要な資源 と考えられる鳥類の死骸は2007年 調査時のほ うが豊富だっ

たものの、当時は確認されなかった。
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・オガサ ワラツヤケ シコメツキMegaρenthesmala'harai

海 岸 部か ら山頂部 まで広 く生息が確 認 された。2007年 調 査 時は標 高500m以 上 か らのみで

あった。

・ツツキノコムシ科の1種CiidaeGenetsp .

サルノコシカケ類の同一のキノコから異なる3種 が得られている。1982年 調査時の未同定

種 と合致するか比較検討が必要である。

・ミナ ミイオウ トラカ ミキリChloroρhorusminamiiwominamiiwo

本種は過去2回 の調査において、山頂付近のガクアジサイに飛来す ることが確認されて

お り、山頂部に限定的に生恩する可能性が指摘 されていた(佐藤 、1983;苅 部 ・松本、2008)。

今回の調査中もガクアジサイの開花期とな り、山頂部では多数の個体が確認 されたほか(図

4d)、 周囲のコブガシの葉などのビーティング等でも得られた。一方、海岸に近い森林(標

高40m)の カイロモン トラップでも確認された。海岸林ではホソバヤロー ドが開花 していた

ため、これに誘引されていた可能性がある。また、中腹(370m)の コブガシの倒木へ飛来し

た個体では産卵を確認 した。本種の食樹の確認は初めてとなる。カミキ リムシは一般的に産

卵木や樹木の開花の有無に依存 して確認される頻度が変化す ること、飛翔性昆虫は上昇気流

によって山頂へ吹き上げられやすいことから、生息適地と採集場所は必ず しも一致するもの

ではないが、本種は雲霧林に限らず、幅広い標高域に飛来する可能性は示された。島内には

チギ、センダン、オオバシマムラサキなども分布 しているため、これらの開花期には島内全

域に分散 して花粉媒介者としての役割を担っている可能性がある。

・ル リナガスネ トビハムシPsylliodesbreM'nghami

外来植物のイヌホオズキを食草とする外来昆虫である。2007年 調査時 と同様に、山頂部

のイヌホオズキ葉上に静止する個体を確認した。

・アリモ ドキゾウムシ(」
,yl(xs.fi)mzicarius

低地から山頂部まで広く確認 された。本種は生息していれば採集や識別は容易であるが、

過去の記録は1982年 の調査で1頭 のみで、2007年 には確認されていない。2007年 調査時に

は踏査ルー ト沿いに見 られなかったノアサガオ等の食草が各所で繁茂 していたことが、定着

に関連 している可能性がある。

・ミナ ミイオウヒメカタゾウムシSatozominamiiwoensis

後翅が退化 し、分散は歩行のみによる(図3q)。 この性質を持つ近縁のオガサワラヒメカ

タゾウムシ属では多くの種に分化 してお り(Mo血lotoetal,2015)、 適応放散の事例と推測さ

れている。1982年の調査時には標高150mか ら山頂まで多数確認 されていたが(佐 藤、1983)、

2007年 の調査では前回の調査では標高350m以 上の地域に限られ、個体数 も少なかった(苅

部 ・松本、2008)。今回の調査では標高200m以 上の地域から発見されてお り、確認 された個
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体数も多かったことか ら、35年 前とほぼ同様の生息状況と考えられた。2007年 調査時は台

風の影響を受けて生息数が一時的に減っていたものと考えられる。佐藤(1983)で はナンバ

ンカラムシの葉上に見 られたことが記録されてお り、成虫は実際にこの葉を摂食する。食餌

植物はこのほか、フヨウ、イオウ トウキイチゴ、ノアサガオ、コブガシ、ガクアジサイ、 ト

キワイヌビワでも多種に渡ることが確認された(図4e,f,g)。 特に山頂部北斜面の トキワイ

ヌビワの食害は激 しく、1枚 の葉に20頭 以上が群が り、枝部まで謁られていることもあっ

た。また、本種の垂直分布 には顕著な偏 りが見られてお り興味深い。詳細は4-3で 述べる。

なお、山頂で使用 したテン トを海岸で梱包する際に 目視確認したところ、ミナミイオウヒ

メカタゾウムシが5頭 発見された。上記のような低い分散力から島内における分化が見られ

る可能性がある一方で、付着能力の高 さから物資に混入する可能性が高いため、今後の調査

時にも人為擁乱を起こさないような注意が必要である。

・ミナ ミイオウスジヒメカタゾウムシTorishimazominamiiwoerzgis

l981年 に日本シダの会が実施 した調査で1頭 のみ採集 されてお り、森本ほか(2015)に

より新種 として記載された(図3p)。 標本には採集 日以外の晴報がなく、過去2回 の調査で

も発見されなかったが、今回標高680m付 近のコブガシの枯れ葉のビーティングにより1頭

のみ得 られた。近縁種であり北硫黄島に生息するキタイオ ウスジヒメカタゾウムシは、オガ

サワラモクマオか ら採集 されるが、この種は南硫黄島に分布 しないため、近縁のナンバンカ

ラムシに注 目して調査 したが、前回、今回とも確認できなかった。また、小笠原群島に生息

するスジヒメカタゾウムシは海岸部のクサ トベラに生息することが多いため、これ らも調査

したが、発見す ることはできなかった。スジヒメカタゾウムシの中でも、食性や生態が異な

る可能性がある。

・ミナ ミイオウムネボソア リTemnothorCtmela'ra

2007年 の調査において初めて採集 され、南硫黄島の固有種として記載された(Terayamaet

al.,2011)。前回調査時は働きア リのみの確認であったが、今回の調査では山頂部のススキ群

落において、コロニーを発見した。ススキの枯死 した茎部内部に営巣 してお り、コロニーの

全貌ではなかったものの働 きア リ、幼虫、繁殖虫を計100頭 程度確認 した。母島においては

近縁種で小笠原群島固有のオガサワラムネボソア リの営巣を確認しているが、朽木の樹皮下

であり、これとは異なっていた(小 松ほか、2012)。 どちらも1事 例のみであるため、今後の

追加調査が望まれる。巣内か らは女王5頭 、雄3頭 も発見 された(図6)ほ か、標高800-

900mの ススキ上か らも雄が採集 された。巣外で活動する個体も記録されたことからこの時

期に結婚飛行が行われるようである。発見 された雄(n〒6)に は全て翅がなかった。ムネボソ

アリ属Temnothorexで は無翅の雄が記録 されたのは世界で他 に1例 しか知 られてお らず

(Espadaler,1997)、非常に珍 しい事例である。羽化後に翅を抜く行動をするア リも知 られて

いるため精査が必要であるが、少なくとも飛翔分散をせず、歩行による分散に特化した雄が

生息 していることは興味深い。
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・イオウヨツボシオオア リCamρonotusiwoensis

2007年 の調査において初めて採集 され、南硫黄島の固有種として記載された(Terayamaet

al.,2011)。前回調査時は働 きア リのみの確認であったが、今回の調査では標高Omの 海岸か

ら山頂900mま での広い範囲で飛翔する女王ア リ、雄ア リを確認してお り、この日寺期に結婚

飛行をすることを確認 した。また、標高500m付 近ではコブガシの立枯れ枝内を掘削して営

巣 していた(図4c)。 結婚飛行の時期、営巣基質共に、小笠原群島に生息する近縁種のオガ

サワラオオア リの性質に類似する。

・アサヒナハキリバチMegachileasahinai

山頂近くで花に飛来 した個体を目撃 した。2007年 調査では海岸部で多 く確認 されたが、今

回は十分な調査を実施できていないため、生息していたかどうかは不明である。

・オガサワラツヤハナバチCeratinahoninensis

海岸部か ら山頂まで広く確認されたが、個体数は少なかった。標高300-400mの ナンカイ

ウスベニニガナの開花株 には比較的高い頻度で飛来していた。

・オガサワラハラナガハナアブXylotaboninenstS

父島 ・母島の1960年 代の記録のみで絶滅の心配もされていた種であったが、2007年 調査

時に山頂部のカイロモン トラップで1頭 確認されていた。今回は山頂部のガクアジサイに飛

来する個体が複数確認 され、唯一の現存産地 として維持されていることが明らかとなった。

小笠原群島の昆虫類がグリーンアノールの影響で姿を消すなか、南硫黄島がレフユージアと

して機能 している顕著な事例である。

・ヒロズキンバエLuciliasen'cata

今回の調査で得 られたキンバエ類の優 占種はヒロズキンバエであった。1982年 調査では腐

肉 トラップで得 られたほとんどのハエ類がオガサワラキンバエであったが(倉 橋、1983)、今

回は全く確認されていない。35年 間に優占種の置換が生 じている可能性がある。

4.考 察

4-1.過 去の調査との比較

南硫黄島は原生 自然環境保全地域に指定され、入島が厳 しく制限されているため、島内の

生物に関する情報が乏 しい。一方で今回を含めて3回 の調査を同様のルー トで実施 したこと

により、南硫黄島における生物相の時間的変化を考察するに値する情報の収集ができた。昆

虫類の調査報告では過去2回 ともに同定が困難で科の記述までにとどまっていることも多

く、今回の調査においても、各分類群の専門家による同定、角斬 中のものが多い。現時点で

は正確な比較はできないものの、同一調査者が2度 山頂部まで踏査 したことを踏まえ、下記

に傾 向を述べる。

まず、植生が単純な南硫黄では、大型台風など天候の撹乱影響を強く受けることが挙げら
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れる。3回 の調査を比較すると、2007年 調査は直前の台風の影響を受けて多くの植物が衰弱

または枯死 していたことにより、それに呼応するように昆虫類 も一時的に減少 していたと考

えられる。例えばミナミイオウヒメカタゾウムシでは、1982年 には150m-900mに 渡 り多産

した とされたが、2007年 には350m以 上でしか観察されず、山頂以外では少数の確認にとど

まった。一方、今回の調査では再び200m付 近から上方で発見され、主な食餌植物であるナ

ンバンカラムシの生育状況もよかったことが関連 してか、標高500m以 上ではパッチ状に高

密度の生息地が見 られた。山頂部のガクアジサイは2007年 調査時にはわずかに開花する程

度であったが、今回は多 くの株で開花 してお り、それに合わせ るように前回はミナミイオウ

トラカ ミキリが10頭 未満の確認だったものの、今回は1株 に5-6頭 集まることも珍しくな

く、40頭 以上を確認 した。前回1頭 のみの確認にとどまったオガサワラハラナガハナアブ

も、今回はガクアジサイに訪花する個体が複数見られた。

また、南硫黄島の特徴の1つ である急斜面の崩壊がもたらす撹乱影響により、侵入 と絶滅

を繰 り返 している種が存在する可能陸が挙げられる。1982年 調査でイオウスナゴミムシダマ

シやマツムラカ ミキリモ ドキが発見されたと考えられる砂礫地(か つての海岸べ一スキャン

プ地)は2007年 には崩壊地 となっていたほか、今回の調査でもコル(標 高500m)周 辺の崩

壊が拡大 した。頻繁な崩壊により、それまでにあった環境に定着 していた昆虫類が絶滅や激

減することがある一方で、4-6で 述べる通 り、植生の変化に伴い、新たな昆虫類の定着 も起

きている可能性がある。崩壊地で増加 したナンカイウスベニニガナの群落にはオガサワラツ

ヤハナバチも多数訪花 してお り、こうした一時的なパッチによっても昆虫類が育まれている。

上記のような変化か ら、南硫黄島の昆虫類はその急峻な地形的特徴や単純な植生から、可

逆的な撹乱、不可逆的な撹乱を頻繁に受け、生息密度、分布域が変遷 してお り、一部では絶

滅、侵入も繰 り返 されていることが伺える。 この変遷 に関 しては、今後 も同定解析を進め、

定量的な評価を行 うことにより、より詳細な特徴を明らかにす る予定である。

4-2.種 構成の偏 り

3回 に渡 り、できる限 りの採集手法を用いた調査を実施 したことにより、調査時期、調査

日数、調査ルー ト、調査員が限られたことによる不足もあるが、南硫黄島における昆虫相の

概要を把握することはできたと考えられる。これまでに記録 された昆虫類を整理すると、南

硫黄島における昆虫群集の特殊な種構戒が見られる。

最も顕著なのは、環境の多樹 生が低いことによる種の偏 りである。南硫黄島には安定した

淡水環境は皆無であると考えられ、水生昆虫が分布 しない。アメンボ科、ゲンゴロウ科、力

亜 目等、淡水に依存する昆虫は見 られないほか、 トンボ目も過去にウスバキ トンボの飛来が

確認されたのみである。淡水環境のように欠損 した生息環境 としては安定 した裸地、荒原植

生、砂浜が挙げられ る。急峻な地形か ら頻繁に崩壊地や露岩地は形成されるが、土壌は安定

せず、兄島や智島に見られ るような安定した裸地、荒原植生はない。また、海岸部は礫浜が

主体であり、急峻な岸壁のまま海に落ち込む ところもある。このことから、裸地、荒原植生、

砂浜に営巣するオガサワラスナハキバチ、オガサワラハンミョウも不在である。バ ッタ目の

昆虫は小笠原群島から多くの種が記録されているが、南硫黄島においては森林性のカネタタ
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キの一種、海岸性のウスモンナギサスズのみで、草地性のバッタ亜目昆虫は分布 しない。

また、タマムシ科、ハナノミ科、クワガタムシ科、ヒゲナガゾウムシ科など小笠原では複

数の固有種が知 られ、個体数 も多い科が欠如 している。これらの昆虫に共通するのは幼虫期

に材を必要 とすることである。例えば、タマムシでは穿孔する樹種に特異性があった り、ク

ワガタムシでは腐朽の しかたや進行度に好みがあった りなど、材の種や質が限定されること

が多い。そのため、樹種が少なく林床環境が安定しにくい南硫黄島ではニッチが不足してい

ることや、海岸か ら標高100m以 上にかけて植生の安定が困難な崖地が周回してお り、海岸

に漂着 した食材性昆虫の生息適地が少ないことで、定着できていない可能性がある。一方、

同じ食材性でもカ ミキリムシ科ではミナ ミイオウ トラカミキ リが定着 している。小笠原諸島

では トラカ ミキリ類は幅広い樹種の利用が記録 されていることから(愼 原ほか、2004;大 林 ・

新里、2007)、本種も広食性である可能性があ り、現在の南硫黄島の樹種構…成の中でも定着で

きた可能性がある。今回の調査においてコブガシを利用することが明らか となったが、この

樹種の利用はこれまでの小笠原諸島の トラカミキ リ類では初めての記録である。

花粉媒介者の欠落も興味深い。ガクアジサイ、ホソバヤロー ド等の開花株の観察では小笠

原群島に比べてハナバチやハナアブの種数、個体数がともに少ない。上で述べたように、ハ

ナノミは完全に欠落する。その代わ りを担っている分類群 として、佐藤(1983)は 、多くの

ケシキスイの1種(Haptoncusoρaαws)、 メイガ科の1種(Homeosomasp.)が 訪花することを

確認 している。また、今回の調査ではミナ ミイオウヒメカタゾウムシはイオウノボタン、ガ

クアジサイの花上でも観察されてお り、飛翔することはないものの近隣への花粉媒介者 とし

て機能する可能性が考えられる。これまで、センダン、チギ、オオバシマムラサキ等の開花

期に調査を実施 していないため、他の顕花植物の開花期には別の様相を示す可能性があるが、

こうした花粉媒介者の少なさは、生態系形成の経過時間の短さによる多様 性の乏しさを表し

ているのかもしれない。一方、花粉媒介者 と植物の関係が保存されている場合もある。 トキ

ワイヌビワの花嚢内部にはイチジクコバチの1種(Bl(xst(=卿 αgαsp.)が多数確認 された(図4

h)。小笠原群島ではイチジクコバチ とトキワイヌビワなど固有イチジク属の問に共進化の関

係が知 られているが(Yokoyama,2003)、 同様の種間関係であるか、今後の研究成果が待たれ

るところである。

このように、南硫黄島の昆虫群集は小笠原諸島の中でも特に偏った構成を表 していること

がわかる。またその偏 りゆえに空きニッチを埋める適応が起き始めている可能性があり、興

味深い。一方、今回の調査では山頂部北斜面にはミナ ミイオウヒメカタゾウムシ、ミナミイ

オウムネボソア リが高密度に生息することなど、南斜面と異なる様相を示す可能性が示唆さ

れた。同じ島内でも険しい崖で隔てられた異なる斜面では生物の隔離が起きやす く、また気

候環境も異なることで、異なる生態系を構築 している可能性がある。今後の北部斜面におけ

る調査実施は南硫黄島の生態系の全貌を明らかにする上で重要であろう。

4-3.標 高による生息密度の変化

今回の調査ではミナ ミイオウヒメカタゾウムシが島内で最も優 占す る甲虫であった。この

種について標高における生 自位 置を確認すると図5の とお りであり、高標高地域に偏った分
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布を示 した。南硫黄島は標高500m以 上で傾斜がやや緩 くな り土壌や植生も安定しやすいと

考えられる。一方、低標高域では急傾斜のため、斜面の崩壊が頻繁に起き、植生も安定しな

い。こうしたミナ ミイオウヒメカタゾウムシの繁殖環境の安定性の違いか ら、生息密度が異

なっていた可能性がある。また、解析の途中段階ではあるが、標高と体サイズに相関がみら

れ、高標高ほど体サイズが増大す る可能性がある。今後詳細な解析を実施 し、標高と生息密

度、体サイズの関係か ら固有属種である本種の進化について解明を試みる予定である。

4-4.海 鳥の生息と関連する昆虫類

多 くの海洋島で起きたように、小笠原群島では海鳥類が外来ネズミの影響を受けて激減 し

て しまった(Chibaetα1,2007)。 それに対 し、南硫黄島にはクロウミツバメ、シロハラミズナ

ギ ドリ、アカオネッタイチ ョウなど、海鳥類が高密度に生息するためUll上 ほか、2008)、海

鳥類に影響を受ける海洋島本来の昆虫類の生息状況を把握することができる貴重な島であ

ると考えられる。

第1に 、生態的に海鳥と密接な関係 を持つ昆虫が挙げられる。オース トンウミツバメの羽

毛か ら発見されたチ ョウカクハジラミの一種や、アカオネッタイチ ョウの雛から採取された

イエバ トシラミバエはいずれも海鳥に外部寄生する昆虫であるが、両種 ともに小笠原諸島初

記録であった。両種 ともに鳥類の生息密度に強 く依存するため、この島は数少ない良好な生

息環境であると考えられる。

第2に 、海鳥の分散に便乗する昆虫が挙げられる。山頂から記録 されたコガタウミアメン

ボは3-2で 指摘 した通 り、海鳥が混食 したものが記録 された可能性がある。無翅であ り自力

分散力が低い昆虫でも、海鳥によって海上の昆虫が900mの 山頂まで運搬 される可能性が示

されたことは興味深い。海上の昆虫に限らず、海鳥が昆虫の分散を促す1事 例として重要な

知見である。

第3に 、海鳥が陸上に運搬 した栄養分に依存する昆虫が挙げられる。海鳥営巣地において

は、海鳥の糞、吐き戻 し等が多 く確認 されると、その周 りには霧 しい数のハエが舞い、いく

つものハエ団子が出来上がるほどであった(図4j)。 佐藤(1983)も 指摘しているが、陸上

の捕食動物が大型肉食昆虫を含めて欠落 しているため、ハエ類や トビカツオブシムシがその

ニ ッチを担っているのであろう。高密度となる捕食者をコン トロールす るニッチとして寄生

者があげられるが、今回新記録であったアカアシブ トコバチはニクバエ類に寄生することが

知 られている。また、ヒゲブ トハネカクシ属Aleocharaは 各種ハエ類の蜻に外部寄生するこ

とが知 られているが(Mausetal,1998)、 南硫黄島では個体数が多い。ハエ類の超高密度状態

に対 して、寄生者の寄生率や寄生者の多様性がどのようなものであるか、興味深いところで

ある。また、海岸で採取されたウミネコの死骸からはガ類(幼 虫ll、 蝋1、 羽化殻84、 成虫

5)、カツオブシムシ類(羽 化殻2)ハ エ類(蠕1、 羽化殻10)ア リ類(ケ ブカアメイロア リ

3)、クモ類(成 体3)と 多くの昆虫等が確認された。1羽 の海鳥の死骸の中にも分解者から捕

食者まで、複数のニッチが確保されていることがわかる。

上記のように南硫黄島では海鳥類は様々な面から昆虫類の群集構成に大きな影響を与え

ていると考えられ、海洋島の生態系形成における海鳥類の重要性が再認識 された。2013年 、
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2017年 には父島の西130㎞ にf立置する西之島が噴火 し、10倍以上の溶岩台地が形成 された。

この新島においても海鳥類を核 とした生態系形成が起きると推測されてお り、西之島と南硫

黄島に定着する海鳥類と定着する昆虫類の比較をすることなどから、島喚生態系の成立過程

を考察することもできる。そのためにも、両島の生物群の時間的変化を記録することは重要

であろう。

4-5.飛 翔力の喪失

小面積の海洋島では、高い分散能力は周囲の海洋への無効分散 となる確率を高めるため、

適応的に不利になる可能性がある。そのため、海洋島の生物では定着 した後に、飛翔力を喪

失、または分散力を低下させる進化を遂げるかもしれない。今回の調査ではミナミイオウム

ネボソア リの雄で翅を失った個体が発見され、歩行分散することも明らかとなった(図6a,

b)。 ハネカクシ科は12種 が確認されているが、その うちのシマツチケシハネカクシ、コケ

ムシ亜科の一種、コバネ ヒメクビボソハネカクシの3種 において、飛翔能力の退化が見られ

る。前2種 は完全に後翅が失われているが、ヒメクビボソハネカクシは機能 しなくなった短

い後翅が認められる。ウンカ科においては、後翅が綾小化 した種が発見された(図3d)。 こ

れ らことは、数万年より短い期間の うちに分散に関する形態や生態の進化が起きていること

を示 している可能性があり興味深い。今後の研究が必要である。

4-6.新 たな昆虫の侵入

南硫黄島における昆虫類の記録種数は少なく、現時点でも空白の生態的地位が存在すると

考えられるため、新たな種の侵入と定着による昆虫群集の遷移過程が見られる可能性がある。

新たな昆虫の侵入源として最も可能性が高いのは隣接する硫黄島であるが、この島では多く

の侵略的な外来昆虫の定着が記録されてお り、硫黄島沖に停泊していた船舶でも特定外来生

物であるアカカ ミア リの交尾済み女王の飛来が30頭 以上確認されていることから(森 、未

発表)、 南硫黄島への侵入可能性 も指摘されていた。植物では前回調査時に初めて侵入が確

認 されたセ リバ ノセンダングサが分布を拡大す るなど外来生物の影響が表れ始めていたが、

昆虫類では侵略的外来昆虫の定着は確認されなかった。
一方
、体サイズまたは色彩的に 目立っ種であ りながら過去に記録がなかったエビガラスズ

メやコマダラナガカメムシは近年南硫黄島で定着した可能性がある。エビガラスズメは太平

洋上の南方定点(29。N,35。E)観 測船でも頻繁に飛来が確認 された記録があ り(朝 比奈 ・鶴

岡、1970)、遠方からの飛来可能性がある。また、北60㎞ に位置する硫黄島で分布が確認さ

れてお り(苅 部、未発表)、硫黄島から分散 した可能性もある。35年 とい う時間の中でも島

嘆生態系の租精 成は変動 している可能性 を示してお り、今後、他の生物群 との種間関係等を

含めてその時間的変遷を追跡することは、海洋島における生態系の形成過程を解明する上で

重要な証拠 となるだろう。

4-7.採 集方法の有効性と課題

南硫黄島のように、調査期間、調査物資、調査人員 ともに限られ る地域においては、いか
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に効率よく幅広い成果を上げられるかが重要である。今回の調査では、急遽隊の編成を2名

か ら一名に変更 したことにより、 トラップの設置期間を延長することができた一方で、荷揚

げ労力の制限か ら複数の トラップを混合する必要が生じた り、短期で想定していた保存液の

使用で試料が腐敗するなどの問題が生 じた りした。一方、今回の調査においても、スイーピ

ングなどの一般採集では確認できなかった種が トラップ調査で得 られてお り、重要な役割を

果た していることは明 らかである。上記のことから、今後の調査時には、事前に柔軟な調査

計画を立案 し、緊急な変更に対応できる選択可能な複数のプランを想定しておくリスクマネ

ジメン トは重要である。

下記には今回の調査における各 トラップの有効性 と課題について述べ、到達困難な地域に

おける貴重な試料や情報を収集するための調査手法について考察した。今後の調査にあたっ

ては、調査方法を改善するともに、調査の優先順位を予め決めておくなどの準備もすべきで

ある。

・ライ トトラップ

2007年 調査時は携帯型蛍光灯(単1乾 電池×6)と 布を用いていた(当 時は携帯式の昆虫

調査に使用できるLEDラ イ トが存在 していなかった)が 、本調査では、近年開発 ・市販 され

た紫外線LEDラ イ ト(単4乾 電池 ×3)、 クリアファイルとプラカップの トラップを用いる

ことにより、大幅に軽量化、コンパク ト化 された。機材の変更により経年比較の精度は下が

るが、南硫黄島では トラップの運搬 コス トは調査の制限要因となるため、変更のメリットが

大きい と判断 した。一方、ガ類のように、飛来 した個体を直接採集 して固定しなければ同定

できないものも多く、可能な限り直接採集も併用することにより、調査解像度を高めること

ができる。

・カイロモン トラッフ。

市販のカイロモン トラップでは、前回使用したバケツ型の容器を使用する予定であったが、

担当調査員が分散 したことにより荷揚げ容量が不足し、後半調査のコル以下の分 しか運搬 ・

設置できなかった。南硫黄島の調査では上記 トラップのように、軽量化、コンパク ト化は最

重要である。 トラップの大半は透明もしくは白色のものを使用 したが、黄色バケツ型でのみ

採集されたヒラタケシキスイ属の1種 もいたことから、 トラップの色彩にも留意が必要であ

る。

・ピッ トフォール トラップ

経験的に小笠原地域ではこの種の トラップが有効な採集方法 として機能 しないのである

が、今回の調査では特に林床の昆虫に着 目することもあり、可能な限 りの手法の1案 として

実施 した。しかし、誘引餌 として用いたツナハチ ミツは無数のハエ類、およびカニ類、ヤ ド

カ リ類の餌 となったほか、破壊 され ることもあり、あま り機能 しなかった。実際に捕獲 され

た昆虫も少なく、今後の継続的な実施には適さないと考えられる。

・保存液
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当初の調査予定では2-3日 ほどの調査を予定 していたため、上記 トラップに使用する保

存液は環境負荷が最も小さいと考えられたエタノール とした。 しかし、実際には回収まで9

日間設置する場合も生 じたこと、トラップに降雨、霧、朝露の水分が収集 されたことにより、

エタノールが薄められるなどして、腐敗が進行 し、ハエが繁殖するに至った。今後 このよう

なことを避けるべく、別途成分の検討が重要である。

・ツルグレン法

林床の動物の採集には現地でのシフティング法もあるが、時間に限 りがある状況であるた

め、ツル グレン法は有効であった。ただ し、通常のツル グレン装置では排熱のための穴が大

きく、さまざまな生物が移出入す る可能性がある。複数の標高で採集 した試料の生物種、生

物量の差を確認する場合などには試料間の生物の往来を避 けなければならない。それだけで

なく、抽出場所で南硫黄島の生物を逸出させる、または装置を稼働 させた父島の生物の混入

を招く恐れがあり、装置の稼働方法に改善が必要である。調査船室内における抽出、父島の

室内における抽出時は各部屋を目張 りして、室内外の生物の移出入を制限したが、装置外へ

昆虫が脱出すること、装置外から昆虫が侵入することが判明したため、テン ト状の網室を用

意 し、その中にツルグレン装置を設置す るに至った。この手法を用いることで、混入の リス

クを低減させ、効率よく正確なツルグレン法を実施できた。

・粘着 トラップ

今回の調査では用いることはなかったが、上記保存液の課題を解決するために、次回調査

時は検討するとよい。プラスチック型の屋外用粘着 トラップを用いると、偶然に捕獲 される

昆虫が液浸ではなく保存される。分類群によっては液浸 としないことによって同定 ・解析を

進めやすくなる可能性もあるため、今後の調査では取 り入れることも選択肢のひとつである。

4-8.ま とめと展望

これまで3回 にわたって行われた総合学術調査により、南硫黄島における昆虫相の特徴が

明らかになってきた。遠隔の離島の限られた環境の中における租購 成の偏 り、アンバ ランス

な生態系の中での種問関係の形成、ニッチの置き換え、形態や生態の変化など、初期の海洋

島ならではの新知見やその可能性 に浴れている。人為の擁乱を含め、ほぼ完全に外来生物の

影響を受けていない世界的にも貴重な島で事例を観察できることは、「本来」の島喧生態系

の成立を考察する上で重要である。南硫黄島、または小笠原諸島新記録であった昆虫は、2007

年に22種 、今回は36種 を数え、新たな未記載種も発見 されている。小面積の孤島であ りな

が らも他の分類群には見られない種多様 性を示してお り、未だ数多くの新知見が隠されてい

ることが伺える。今後 も継続的にこの島の昆虫類に注 目することは、南硫黄島の価値、保全

の重要性を高めるとともに、そこから導き出される結果は、生物の進化や島喧生態系の形成

過程を推察するための重要な証拠となるであろう。

特にこれまで未調査で環境の異なることが期待 される北部斜面の調査は、多くの新知見を

もた らす可能性がある。山頂部のみをとっても北部ではミナミイオウヒメカタゾウムシの食
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性が異なってお り、非常な高密度 となっていた。南部斜面に比べれば全体的に斜度が緩やか

であること、日射量が少なく比較的穏やかな温湿度環境 となるなど、異なる環境が創出され

ている可能性が高く、そこには異なる昆虫相が形成 されている可能性が高い。一方、海岸部

ではウラナ ミシジミ、イオウスナ ゴミムシダマシなど、発見は容易であるはずが毎回は記録

されなかった種がある。今回は計画変更により海岸調査を十分に実施できなかったため断定

はできないが、波浪による擁乱など過酷な海岸部の環境で移入 と絶滅を繰 り返 している可能

性がある。これ らの密度や種の構成の変化を調査することにより、海洋島における生態系形

成過程の直接的観察事例として重要な情報を提供できるかもしれない。

上記のような学術的重要性を明 らかにすべく、今後も定期的に南硫黄島学術調査が実施 さ

れ、さらなる新知見が得 られることを期待する。前回の調査は25年 の間隔があ り、その間の

生態系の変化を追 うことが困難であったが、今回は10年 の間隔で実施 したことにより、環

境や昆虫相の変遷を直接比較することができた。次回も10年 未満の間隔で実施 されること

が望ましい。ただし、調査を計画するにあたっては、無垢な島の調査にふさわ しく、徹底 し

た外来生物対策、最小限の撹乱 となる技術を入念に検討 しながら進めることは重要である。

これを実現することは、南硫黄島、小笠原諸島に限らず、他の重要な保全地域における調査

研究や保全活動の模範事例として発信することにもつなが り、今後の島喧生態系保全のため

の重要なミッションともなるであろう。
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SUMMARY

Insect fauna on Minami-Iwo-To Island

 Hideaki MORI1*, Haruki KARUBE2& Toshio KISHIMOTO3

1. Japan Wildlife Research Center, 3-3-7 Kotobashi, Sumida, Tokyo 130-8606 Japan 

2. Kanagawa Prefectural Museum of Natural History, 499 Iryuda, Odawara, Kanagawa 250-0031 Japan 

3. Museum of Natural and Environmental History, Shizuoka, 5762 Oya, Suruga, Shizuoka, Shizuoka 

 422-8017 Japan 
* hmori@jwrc.or.jp (author for correspondence)

    We surveyed insect fauna on Minami-Iwo-To Island from June 14 to 27, 2017. While expert 

identification of specimens is ongoing, we have already confirmed 116 species from 10 orders and 68 

families, of which 36 species were recorded on Minami-Iwo-To Island for the first time and eight were 

the first records in the Ogasawara Islands. The endemic weevil Torishimazo minamiiwoensis has been 

confirmed for the first time in 36 years (since 1981), and we discovered some new species, including a 

new scydmaenine beetle. Over the three most recent surveys, a total of 184 insect species have been 

recorded. There is a clear bias in the composition of insect fauna on this island. The extreme habitats on 

the young island seem to cause the "anharmonic" taxa, which affects the ecological niches of insect species 

such as predators, pollinators, decomposers, and parasites. In some cases, species may occupy 

replacement niches. 

  We found several notable features relating to the island's endemic insects. There were drastic changes 

in the population density of the flightless weevil Satozo minamiiwoensis along an altitudinal gradient. In 

the endemic ant Temnothorax mekira, males (which usually have to fly to mate) were wingless. 

  Surveys conducted by the same research team along the same route at a 10-year interval enabled the 

monitoring of transitional changes in insect communities on this small oceanic island. Fortunately, we 

discovered no invasive alien species which spread in neighboring island, such as the tropical fire ant 

Solenopsis geminata. On the other hand, the establishment of new records and the absence of conspicuous 

species from earlier surveys suggests that migration and extinction of insects have occurred repeatedly on 

this island during the past several decades. The insect fauna on Minami-Iwo-To Island would provide a 

good model for investigating ecosystems and the processes of evolution on oceanic islands.

Key words 

Ecological niche, Flightlessness, Migration and extinction, Oceanic islands, Vertical distribution.
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図1.南 硫 黄 島 に お け る 昆 虫 類 調 査 の 踏 査 ル ー トお よ び トラ ッ プ 設 置 地 点.

実 線 は 踏 査 ル ー ト、 ▽ は カ イ ロ モ ン ・ラ イ ト トラ ッ プ 、 ○ は ピ ッ トフ ォ ー ル トラ ッ プ

Figure1.AmapofMinami-lwo-ToIslandWithaclimbingroute.

Solidlneindicatessurveyroute.Opentdanglesandopench℃lesindicatelighttral)sitesandpit-falltrap

sites,respectively.
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図2.昆 虫 類 調 査 の 実 施 状 況.

a.カ イ ロモ ン ・ラ イ ト トラ ッ プ(昼)、b.カ イ ロ モ ン ・ラ イ ト トラ ッ フ.(夜)、c.カ イ ロ モ ン

トラ ップ(専 用 型)、d.ピ ッ トフ ォ ー ル トラ ッ プ(設 置 前)、e.ピ ッ トフ ォ ー ル トラ ッ フ.(設

置 後)、fラ イ ト トラ ッ プ(専 用 型)、g.ビ ー テ ィ ン グ 調 査 、h.ツ ル グ レ ン 装 置(船 内)、i.ツ

ル グ レ ン 装 置(父 島)

Figure2.MethodSofinsectresearchonMinami-lwo-TbIsland.

Thekairomoneandlightmixtrap(a)atdaytirneand(b)atnight,c.Thekairomonetrap(specialiZedtype),

Thepit-falltraps(d)beforeand(e)afterthesetUp,fThelighttrap(specializedtype),g.Beatingsearch,

TU119renfunnels(h)j皿theshipand(i)atthela]boratoryonthelan(1.
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図3.調 査 に よ り記録 された主な南硫 黄島の昆虫類

Figure3.NotableinsectspeciesoccurredinthesurveysinMinami-lwo-ToIsland.

図3.(前 頁)a.コ ガ タ ウミアメンボ、b.ウ ミミズカメムシ?、c.コ マ ダ ラナガカメムシ、

d.ウ ンカ科 の1種 、e.チ ョウカクハジラ ミ科 の1種 、fオ ガサ ワラモ リヒラタゴ ミムシ、g.

コル リエ ンマ ムシ、h .ナ ン ヨウニセツツマ グソコガネ、i.オ ガサ ワラツヤケ シコメツキ、j.
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トビ カ ツ オ ブ シ ム シ 、kコ バ ケ デ オ ネ ス イ 、1.ケ シ キ ス イ の1種 、m.オ ガ サ ワ ラ ホ ソ チ ビ

キ カ ワ ム シ 、n.ミ ナ ミ イ オ ウ トラ カ ミキ リ、o.イ オ ウ ジ マ ケ シ カ ミ キ リ 、p.ミ ナ ミ イ オ ウ

ス ジ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、q.ミ ナ ミ イ オ ウ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、r.オ ガ サ ワ ラ キ ク イ サ ビ ゾ ウ ム

シ 、s.イ エ バ トシ ラ ミバ エ 、tオ オ ホ シ ミ ミ ヨ トウ 、u.ク ロ シ オ ノ メ イ ガ 。 各 個 体 に 沿 う黒

線 は1㎜ 。

Figure3.(Previouspage)a.Hal()batessericeus,b.Speo「veliaman'time?,c.Spilostethw∫hospes,d.

Unkめnodes?sp.,e.PhilopteridaeGenetsp.,f.Colpodeslaems,g.Saprinusのyanewsauricollis,h.Ataenius

Pαc塑cπ3,i.Megaρenthesmala'harai,j.-Demzestesαter,kMimemodes/'aρonus,1.Eρuraeasp.,m.

Ocholissahiroyttldi,rLChloroρhOTusminamiiwominamiiwo,o.NohuosciadesiwOjimana,P.

Torishimazominamiiwoensis,q.SatozominamiiWoensts,r.Dryophthomsogαsawaraensis,S.

Pseudo!ynchiacanariensis,t,(]onidicaillecta,u.五 ゆ 齢 .ραcφcα1なiwq/imensis.Solidbarbesideeach

individualsindicateslmm.

図4.(次 頁)aオ ガ サ ワ ラ カ ネ タ タ キ(褐 色 型)、b.オ ガ サ ワ ラ カ ネ タ タ キ(赤 色 型)、c.

コ ブ ガ シ に 営 巣 す る イ オ ウ ヨ ツ ボ シ オ オ ア リ、d.ガ ク ア ジ サ イ 上 で 交 配 す る ミナ ミ イ オ ウ ト

ラ カ ミ キ リ、e.イ オ ウ ノ ボ タ ン を 摂 食 す る ミナ ミイ オ ウ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、fガ ク ア ジ サ イ

を 摂 食 す る ミナ ミイ オ ウ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、g.ト キ ワ イ ヌ ビ ワ を 摂 食 す る ミ ナ ミ イ オ ウ イ メ

カ タ ゾ ウ ム シ 、h.ト キ ワ イ ヌ ビ ワ か ら現 れ た イ チ ジ ク コ バ チ の1種 、i.ア カ オ ネ ッ タ イ チ ョ

ウ の 雛 に 付 着 す る イ エ バ トシ ラ ミバ エ 、j.海 鳥 の 吐 き 戻 し に 群 が るハ エ 類 。

Figure4.(Followingpage)ColorpattemsofO用 θわ∫π3加g膨 η傭1∂ ηg脚 η廊(a)brownishtype(b)

reddishtype,c.(]amponotwsiwoensiscolonyinthebranchofMachilwskObu,d.Ma血gof(]hloroρhoms

minamiiwominamiiwoontheHydrangeamacroρhyllaf.nonualis,NewrecordSoffeedplantsofSatozo

minamii「woensis(e)Melast()macandidum,(f)Hydrangeamacrophソllafnonualisand(9)Ficus

boninsimae,h.FigwaspsgetoutfヒomFicusboninsimae,i.Pseudo!ynchiacanariensisparasitesparasitize

onPhaethonrahri,j.Fliesirnmediatelygathersonseat)irdregurgitation.
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図4.調 査に よ り確 認 された南硫 黄島の昆虫類 の生態.

Figure4.EcologicalremarkSoftheinsectSonMinami-lwo-ToIsland.
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Figure5.ArelationshipbetWeenaltitUdeanddensityofSatozominamiiwoensisinMinami-lwo一TbIsland.

Dotlineindicatesurveyroute.ClosedcirclesrepresentSindividualsoftheweevil.Thenumbersshowtotal

numberofindividualsoneachaltitUdeinterval.
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a.ス ス キ 内 の 巣 に 出 入 りす る ワー カ ー と無 翅 の オ ス 。b.巣 内 か ら得 られ た カ ー ス ト。 コ ロ ニ

ー に は
、 無 翅 女 王 、 無 翅 オ ス 、 ワ ー カ ー が 含 ま れ る。

Figure6.AColonyofTemnothorcvrmein'ra.

a.Aworkerandamaleantmovearoundthenestwhichwasmadeinasilvergrass.b.Thecolonyincludes

winglessqueens,whlglessmalesandworkers.
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表1.南 硫 黄 島 で 記 録 さ れ た 昆 虫 類 の 種 リ ス ト.

1982年 、2007年 の 調 査 記 録 も 併 せ て 示 す 。 南 硫 黄 島 新 記 録 はn、 小 笠 原 諸 島 初 記 録 はmで

示 した 。 過 去 の 調 査 で 属 以 下 の 分 類 が 不 明 で あ る 種 は 今 回 の 調 査 結 果 と 対 応 で き な い 場 合 は

リ ス トか ら除 い た 。

Table1.SpecieslistoftheinsectSfoundonMinami-Iwo-ToIsland.

Resultsofsurveyon1982and2007werealsoincludedinthislist.``n"showsthenewrecordedspeciesin

Minami-Iwo-ToIslandand"㎜["showsthefirstrecordsinallovertheOgasawaraislands.Thespecies

whichweremidentifiedevengenuslevelatthepastsurveysandweredi伍culttomatchtheresultsofthis

surveywereremovedfbomthislist.

目order

科family

種 species

新 第1回 第2回 第3回

記 総合調査 総合調査 総合調査

録(1982)(2007)(2017)

ト ビ ム シ 目Collembola

ヤ マ ト ビ ム シ 科Pseudochorutidae

lヤ マ トビムシ の1種Brachystomellasp。

イボ ナ シ トビ ムシ 科Aphorommidae

2フ クロヤ マ トビム シの1種Paranurasp.

ツ チ ト ビ ム シ 科Isotomidae

3メ ナ シ ツチ トビムシIsotomiellaminor

4コ ツチ トビム シProisotomaminima

5マ キゲ トビムシDesoriasensibilis

6コ ガタドウナ ガツチ トビムシFolsomidesparvulus

ア ヤ ト ビ ム シ 科Entomobryidae

7ア ヤ トビムシ の1種Leρidosirasp.

マ ル ト ビ ム シ 科sminthuridae

8マ ル トビムシ の1種Sphaeridiapumilus

ト ン ボ 目Odonata

ト ン ボ 科Libellulidae

9ウ スバ キトンボPαntalaflαvescens

ゴ キ ブ リ 目Blattaria

オ ガ サ ワ ラ ゴ キ ブ リ科Pycnoscelidae

lOオ ガサ ワラゴキブ リPycnoscelissurinamensis

ゴ キ ブ リ 科Blattidae

llワ モ ンゴキブリPerilanetaαmericanα

12コ ワモ ンゴキブ リPerilanetaaustralasiae

バ ッ タ 目orthoptera

ク サ ヒ バ リ 科Trigonidiidae

l3ウ スモ ンナ ギ サスズCaconemobiustakarai

カ ネ タ タ キ 科Mogoplistidae

l4カ ネ タタキの1種Ornebiussp.
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Tablel.(Continued)

目order

科fam■y

種 species

ハ サ ミ ム シ 目Dermaptera

ハ サ ミ ム シ 科Anisolabididae

l5コ ヒゲ ジ ロハ サ ミムシ

16ハ マ ベハ サミム シの1種

カ ジ リ ム シ 目Psocodea

ク ロ フ チ ャ タ テ 科Philotarsidae

17

18

19

O

1

2

∩∠

∩∠

2

3

4
.

5

rO

2

∩∠

∩∠

2

7

8

2

∩∠

29

30

31

32

3

4
.

5

rO

3

3

つ」

つ」

37

38

Euborelliaannulipes

Anisolabissp.

クロフチ ャタテの1種Uaplophallussp。

マ ドチ ャ タ テ 科Peripsocidae

マ ドチャタテ の1種Ectopsocussp.

チ ョ ウ カ ク ハ ジ ラ ミ科Philopteridae

チ ョウカクハ ジ ラミ科 の1種PhilopteridaeGenetsp.

カ メ ム シ 目Hemiptera

ウ ン カ 科Delphacidae

サッポロトビウンカ近似種

シロオビウンカ近似種1

シロオビウンカ近似種2

ヨコ バ イ科Cicadellidae

ミドリヒメヨコバイ属 の1種

ミドリヒメヨコバイ族 の1種

ミドリヒメヨコバイの1種

カスリヨコバイの1種

キ ジ ラ ミ科Psyliidae

キジラミ属の1種

キジラミ科の1種

トガ リキ ジ ラ ミ科ToriZinae

トガリキジラミ科の1種

カ タ カ イ ガ ラ ム シ科Coccidae

カタカイガラムシの1種

ア メ ン ボ科Gerridae

コガタウミアメンボ

ミズ カ メ ム シ科Mesoveliidae

ウミミズカメムシ?

カ ス ミカ メ ム シ科Miridae

オガサワラチャイロカスミカメ

ウスモンミドリカスミカメ

アカホシカスミカメ

カスミカメムシの1種

マ キバ サ シ ガ メ科Nabidae

ミナミマキバサシガメ

サ シ ガ メ科Reduviidae

カモドキサシガメの1種

Unkanodes?sp.

Deiphacodessp.1

[)eiρhacodessp.2

Empoascasp.

Empoasca?sp.

Chloritαsp.

Balcluthasp.

Psy〃asp.

PsyhidaeGen.et.sp.1

TriozidaeGen.etsp.

Coccussp.

HalobatessericeUS

Speoveliamaritime?

Lygocoriasboninensis

TaアlorilJ/gusapicalis

Creontiadespallidifer

Campワ10〃1〃ursp.

八「abisんinbergii

Empicoris?sp。
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Tablel.(Continued)

目order

科family

種

9

0

1

2

3

3

4
.

4
.

4
.

4
.

44

ナ ガ カ メ ム シ科Lygaeidae

モンクロナガカメムシ

ネソタイヒョウタンナガカメムシ?

アカアシホソナガカメムシ

ヒメナガカメムシの1種

コマダラナガカメムシ

ツ チ カ メ ム シ科Cydmidae

ヒメツチカメムシ

ア ミメカ ゲ ロ ウ 目Neuroptera

ヒメ カ ゲ ロ ウ科Hemerobiidae

45ヒ メカゲロウ科の1種

ク サ カ ゲ ロ ウ科Chrysopidae

46ク サカゲロウ科の1種

コ ウ チ ュ ウ 目Coleoptera

オ サ ム シ 科Carabidae

47オ ガサワラモリヒラタゴミムシ

エ ン マ ム シ科Histeridae

48コ ルリエンマムシ

49ツ ブエンマムシの1種

ム ク ゲ キ ノ コム シ科Ptiliidae

50ム クゲキノコムシの1種

ハ ネ カ ク シ科Staphylinidae

51ヨ ツメハネカクシ亜科の1種

52コ クロヒゲブトハネカクシ?

53ヒ ゲブトハネカクシ属の1種

54シ マツチケシハネカクシ

55キ ノコツヤハネカクシ属の1種

56ウ スイロチビホソハネカクシ

57セ スジハネカクシの1種

58ミ イロケシデオキノコムシ

59コ ケムシ亜科の1種

60コ バネヒメクビボソハネカクシ

61コ ガシラホソハネカクシ属 の1種

62チ ビコガシラハネカクシ属の1種

63チ ビカクコガシラハネカクシ

コガ ネ ム シ科Scarabaeidae

64ヒ メケシマグソコガネ

65ナ ンヨウニセツツマグソコガネ

コメ ツ キ ム シ科Elateridae

66オ ガサワラツヤケシコメツキ

カ ツ オ ブ シ ム シ 科Demmestidae

67ト ビカツオブシムシ

species

H∂rridipa〃leranゴetneri

Pachybrachiusnigric(?ps?

Paromiusgracilis

ハ[ysiussp.

Spilostethushospes

Geotomuspツgmaeus

HermerobildaeGenetsp.

Chrisopαsp.

Colpodeslaetus

Saprinuscyaneusauricollis

Bacanius?sp.

Ptinellasp.

Oma㎞aeGen.et.sp.

.41eocharaparens?

ノlleocharasp。

Dγctioninsulicola

Gyrophaerasp.

Paralispinusexiguus

Cαrpeli〃lussp.

ScaphisomatriCOlor

Scydmaen血aeGenetsp。

Scopaeusviriliformis

Diochussp.

Gabrothussp.

PhilonthUSdiscoideUS

Neotric乃 ∫o酌ア∬emusesakii

・4taeniuspaCificus

Megapenthesmαkiharai

Dermestesater
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Tablel.(Continued)

目order

科fam■y

種 species

8

9

/0

/0

70

71

2

3

4
.

5

7

7

7

7

76

77

78

9

0

7

8

81

82

83

4
.

5

rO

7

8

QO

8

8

8

8

89

O

l

Q
/

Q
ノ

92

93

ナ ガ シ ン ク イ ム シ 科Bostrychidae

オオ ナ ガ シン クイUeterobostrychushamatipennis

ツヤヒメナ ガシ ンクイXylopsocuscastanopterUS

ヤ コ ブ ソ ン ム シ 科Jacobsoniidae

ヤ コブ ソンムシ 科(DerolathrUS)の1種DerolathrusatomUS?

ネ ス イ ム シ 科Rhizophagidae

コバ ケデ オ ネスイMimemodes/aponus

ケ シ キ ス イ 科Nitidulidae

ムナ グロデ オ キスイCarpophiluscontegens

ケシキスイ(HaptonCUS)の1種HaptoncusopaCUS

クロチビ ヒラタケシキスイEpuraeafallαX

ヒラタケシ キスイ属 の1種Epuraeasp.

チ ビ ヒ ラ タ ム シ 科Laemophloeidae

ツヤケシチ ビヒラタムシNipponophloeusboninensis

ホ ソ ヒ ラ タ ム シ 科Silvanidae

モ ンセマ ルポソヒラタムシCryptomorphadeSJ'ardinsi

コ メ ツ キ モ ドキ 科Languriidae

ヒメムクゲオ オキ ノコムシCryptophiluspropinquus

ミ ジ ン ム シ 科Corylophidae

ミジ ンムシ科(Sericoderus)の1種Sericoderussp。

ミジ ンムシ科((710eosoma?)の1種Gloeosoma?sp.

テ ン トウ ム シ 科Coccinellidae

クロスジヒメテ ントウScymnusnigrosuturαlis

ヒ メ マ キ ム シ 科Lathridiidae

ヒメマキムシ 科(Munfordia?)の1種Munfordia?sp.

コ キ ノ コ ム シ 科Mycetophagidae

ヒメコキノコム シ(Litargus)の1種Litargussp.

ツ ツ キ ノ コ ム シ 科Ciidae

ツツキノコムシ(Ceracis)の1種

ツツキ ノコムシ(Cis)の1種

ツツキ ノコムシ科 の1種spl.

ツツキノコムシ科 の1種sp2,

ツツキノコムシ科 の1種sp3.

カ ミキ リモ ドキ科Oedemeridae

マツムラカミキリモドキ

ア リモ ドキ科Anthicidae

ミナミイオウモンアリモドキ

オセアニアモンアリモドキ

チ ビキ カ ワ ム シ科Salpingidae

オガサワラホソチビキカワムシ

ゴ ミム シ ダ マ シ科Tenebrionidae

イオウスナゴミムシダマシ

Ceracissp.

Cissp.

ClidaeGenetsp.1

ClidaeGenetsp,2

ClidaeGenetsp.3

Eobiαmatsumuアai

Sapintusminamiiwo

Sapintusoceanicus

Ocholissαh〃oア ㍑舘

Gonocephalumadpre∬ ヴbr〃 昭
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Tablel.(Continued)

目order

科famiy

種

4

.

5

rO

Q
/

Q

/

0
ノ

7

8

Q
/

Q
ノ

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

ll4

ll5

ll6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

カ ミ キ リ ム シ 科Cerambycidae

ミナ ミイオ ウトラカミキリ

イオウジマ ケシカミキリ

ケズ ネケシカミキリ

ハ ム シ 科Chrysomelidae

ル リナ ガスネ トビハ ムシ

ヘ リグロテ ントウノミハ ムシ

ミ ツ ギ リ ゾ ウ ム シ 科Brentidae

アリモ ドキゾウム シ

ゾ ウ ム シ 科Curculionidae

ミナ ミイオ ウヒメカタゾウムシ

ミナ ミイオ ウスジ ヒメカタゾウムシ

キクイゾウムシ(Pachyops)の1種

キクイゾウムシ の1種sp.1

キクイゾウムシ の1種sp.2

オ サ ゾ ウ ム シ 科Rhynchophoridae

オガ サ ワラキクイサ ビゾウム シ

キ ク イ ム シ 科Scolytidae

キクイムシの1種

フィリピンザイノキクイムシ

サクキクイムシ?

キクイムシの1種sp.1

キクイムシの1種sp。2

キクイムシの1種sp3

キクイムシの1種sp.4

キクイムシの1種sp5

ハ チ 目Hymenoptera

ア シ ブ トコ バ チ 科Chalcididae

アカアシ ブ トコバ チ

イ チ ジ ク コ バ チ 科Agaonidae

イヌビワコバ チ(Blastophaga)の1種

コ ガ ネ コ バ チ 科Pteromalidae

コガネ コバ チ 科 の1種

ア リ科Formicidae

ヒゲナ ガ ニセハ リアリ

トビニセ ハ リアリ

ケブカハ リアリ

ヒメハ ダカ アリ

オオ シ ワアリ

クロヒメアリ

ヒメアリ属 の1種

ミナ ミイオ ウムネ ボ ソアリ

speCles

Chlorophorusminamiiwominamiiwo

NobuosciadesiwOjimana

八robuosciαdeslanαta

PSJyllゴodesbrettinghami

Argopistescoccinelliformis

cレlasformicarius

SatOZOminamiゴwoensゴS

TorishimaZO〃1ゴna〃liiwoensis

Pachアopssp,

CossoninaeGen.sp.l

CossonjnaeGen.sp.2

Dり70phthorusogasawaraensis

Crytogeniussp.

Xyleboruspeiプbrα η3

Xyleborussemiopacus?

ScolytidaeGenetsp.l

ScolytidaeGenetsp,2

ScolytidaeGenetsp.3

ScolytidaeGenetsp.4

ScolytidaeGenetsp5

Brachアmeriapodagrゴcα

BlastOlフ 乃α9αsp,

Spα1angiasp.

1か アoponeran卯0η α

Uypoponeraschauinslandi

乃ρα凶 アmesopuspilosior

Cardiocondylaminutior

Tetram()riu〃1bicαrinatu〃1

Mono〃loriumch加ense

Moηo〃loriu〃lsp.

7セ〃班othoi・axmekira
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Table1.(Con血ueの

目order

科family

種 speCles

125ウ ロコアリ属 の1種

126ケ ブカアメイロア リ

127イ オウヨツボシ オオ アリ

ハ キ リ バ チ 科Megachilidae

l28ア サ ヒナ ハ キ リバ チ

129ハ キリバ チ の1種

コ シ ブ トハ ナ バ チ 科Anthophoridae

l30オ ガサ ワラツヤ ハ ナ バ チ

ハ エ 目Diptera

ヒ メ ガ ガ ン ボ 科Limoniidae

l31ヒ メガ ガ ンボ(Linonia族)の1種

キ ノ コ バ エ 科Mycetophilidae

l32キ ノコバ エ(Allodia属)の1種

ノ ミバ エ 科Phoridae

l33ノ ミバ エ科 の1種

ハ ナ ア ブ 科Syrphidae

l34ト ゲ ヒメヒラタアブ

135オ ガサ ワラハ ラナ ガハ ナ アブ

ク ロ ツ ヤ バ エ 科Lonchaeidae

l36ク ロツヤ バ エ 科 の1種

シ マ バ エ 科Lauxaniidae

l37ハ ラトゲ シ マバ エ

138デ ガ シラシマバ エ

ハ モ グ リバ エ 科AgromyZidae

l39ダ イズ クキモ グリバ エ

140イ ソベ バ エ の1種

キ モ グ リバ エ 科Chloropidae

l41リ ュウキ ュウトゲ アシキモ グリバ エ

142イ オウジマ トゲ アシ キモグリバ エ

143ハ マ ベ クキキモ 夘 バ エ

シ ョ ウ ジ ョ ウ バ ェ 科Drosophilidae

l44キ イロシ ョウジ ョウバ エ

145フ サ クシシ ョウジ ョウバ エ

146オ ナ ガシ ョウジ ョウバ エ

147オ ウトウシ ョウジ ョウバ ェ

148シ ョウジ ョウバ エ 属 の1種

シ ラ ミ バ エ 科Hippoboscidae

l49イ エバ トシラミバ エ

ク ロ バ エ 科Calliphoridae

l50オ ガ サ ワラキンバ エ

151ス ネアカキ ンバ エ

152ヒ ロズ キンバ エ

Strumigenyssp,

1)aratrechinaα 〃2'α

Ca〃rponotus/woθ η3ガ3

Megachileasahinai

Megachilerixator

(=Jeアatinaboninensis

Limoniasp.

Allodiasp.

PhoridaeGenetsp.

Ishinodonscutellaris

Xylotaboninensis

LonchaeidaeGenetsp.

1ノ∂moneuraacrostichalis

.乙uzonom/zabakeri

Melaηagro〃 ひyZaS()J'α θ

Dα5アrhicnoessasp.

Cadremaりyukアuana

Cadremasp。

Chloropsleymi

Drosophila〃ielanogaster

D1りsophilapectinifera

D1りsophila3加iulans

DrOS()P乃 ∫1α3〃Z㍑んだ

1)rosoρhilasp.

Pseudo!yηchiαcanαriensis

Luciliasnyderi

Luciliaporlフ 乃アr伽

.乙uciliasericata
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Tablel.(Continued)

目order

科family

種

153オ ビキンバ エ

154ツ マ グロキンバ エ

ニ ク バ エ 科Sarcophagidae

l55ミ セ ラニクバ エ

156ニ クバ エ科 の1種

チ ョ ウ 目Lepidoptera

ハ マ キ ガ 科Tortricidae

l57セ ウスイロハ マ キ

158ハ マ キガ科 の1種

159セ ンダンヒメハ マキ

ツ トガ 科Crambidae

l60ナ カオ ビノメイガ

161ハ ネ ナ ガ コブ ノメイガ

162シ ロオ ビノメイガ

163ク ロシ オノメイガ

164ノ メイガ の1種

メ イ ガ 科Pyralidae

l65マ ダラメイガ の1種

ト リ バ ガ 科Pterophoridae

l66ト リバ ガ科 の1種

シ ジ ミ チ ョ ウ科Lycaenidae

l67ウ ラナ ミシ ジミ

タ テ ハ チ ョ ウ科Nymphalidae

l68ア カ タテハ

169ヒ メアカタテ ハ

シ ャ ク ガ 科Geometridae

l70エ ダシ ャクの1種

ス ズ メ ガ 科Sphingidae

l71エ ビガラスズ メ

ヤ ガ 科Noctuidae

l72ナ カウスツマ キリヨトウ

173オ オホシ ミミヨトウ

174ア フ リカシ ロナ ヨトウ

175ハ スモ ンヨトウ

176ヒ メシロテン コヤ ガ

177マ ドバ ネ サビイロコヤ ガ?

178コ ヤガ(Amyna)の1種

179イ チ ジクキン ウワバ

180オ オシ ラホシア シブ トクチバ

181オ オ ウンモ ンクチバ

182ワ タアカ キリバ

183コ ル リモンクチバ

184セ クロモンアツバ

specles

C乃 リノso〃ザαmegacephala

Stomorhinaob501eta

Parasarcophagamisera

SarcophagidaeGenetsp.

.4cleri5enite∫cen5

H∂ 〃lonasp.

Loboschizakoenigiαna

Hydririsornatalisorientalis

Cnaphalocrocispilosa

Spoladearecurvalis

ErpispacificalisiwOjimensis

Herlフetogra〃lmasp.

Homoeosomasp.

PterophoridaeGenetsp.

五α〃ipidesわoeticus

Vanessaindica

Cynthiacardui

Cleorasp.

・4griusconvolvuli

Callopistria〃ur〃ardima〃ardi

Condicai〃ecta

Spodopteraexempta

Spodopteralitura

・4mγnaaxis

・4mγnanatalゴs?

・4mynasp。

Chrysodeixiseriosoma

Achαeaservα

MocisUηdata

・4nomis/Zava/1ava

Laceranoctilio

Hypenagonospilalis

一288一

新 第1回 第2回 第3回

記 総合調査 総合調査 総合調査

録(1982)(2007)(2017)
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